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1．はじめに

　シイタケ（Lentinus edodes（Berk.）Sing.）の栽

培については，原木の確保が困難になりつつあること

や栽培者の高齢化などから菌床を用いた栽培方法が注

目されてきている1,2）。北海道においては，平成6年の

生シイタケ生産量3,754トンのうち，43.3％に当たる

1,625トンが菌床栽培により生産されている3）。しか

し，この菌床栽培は，原木栽培と比較して技術的に未

完成の部分が多く，シイタケの栽培法として定着させ

るためには解決しなければならないいくつかの課題が

ある。そのひとつとして，おが粉などの培地基材や米

ぬかなどの培地添加物とともに培地に混合する菌糸活

性剤や菌糸生長促進剤4）の使用の是非，使用する場合

にはそれらの適切な添加量とその添加効果の明確化が

求められている。

　そこで，本研究では菌糸活性剤や菌糸成長促進剤的

な働きが期待される木炭粉5,6,7）を培地に添加すること

で，子実体収量や菌床のカビ汚染の度合いにどのよう

な影響が発現するかを観察した。さらに，シイタケ廃
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培地を培地基材として再利用する場合に，木炭粉を添

加したらどのような効果がみられるかについても観察

した。木材腐朽性キノコの実用的な栽培培地に木炭粉

を添加し，子実体収量が増加したものとしてはヒラタ

ケについての例5）が報告されている。

　なお，本研究については，網走支庁から寄せられた

平成6年度調査依頼課題・菌床きのこ培地改良事業で

あるとともに，同年度に林産試験場で開催した林業改

良指導員長期専門研修・菌床シイタケの一環として実

施した。

 2．実験方法

2.1  シイタケの供試菌と培地組成

　シイタケとしては北研600号（株式会社北研製）の

おが粉種菌を用いた。

　栽培培地としては以下に示す3種類を用いた。ひと

つは対照培地である培地1で，ポリプロピレン製の培

養袋当たりダケカンバ（Betula ermanii Cham.）おが

粉270g（絶乾重量），フスマ80g(同），水650gを混合
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した｡培地水分は65％に設定した｡培地2としては培

地1に木炭粉20gを追加した｡木炭粉としてはミズナ

ラ(Quercus mongolica var. grosserrata Rehd. et

Wils.)のおが粉を回転炉を用いて600℃で1時間焼い

て作成したものを供試した｡培地3としては培地2の

ダケカンバの代わりに菌床シイタケの廃培地(ダケカ

ンバとフスマの組み合わせでフスマの添加量は8.8％，

空調栽培で3回発生を行った)を粉砕したものを用い

た｡

　以上の栽培培地を高圧殺菌(120℃， 30分間)後，培

地当たりに約20gのシイタケ種菌を接種した｡なお，

供試菌床数はいずれも8個とした｡

2.2　栽培条件

　栽培培地の培養は温度22℃，相対湿度70％,暗黒下

で31日間行った｡さらに，熟成を温度25℃，相対湿度

70％，照度約350 lx (12時間/日の間欠照明)で61日

間行った｡

　子実体の発生は温度16℃，相対湿度85％，照度約

350 lx (12時間/日の間欠照明)の環境下で41日間，

3回行った｡ 1回目の発生は,培養袋を除去して菌床

表面を水道水で洗い流してから行った｡子実体発生終

了後，水道水による16時間の流水による浸水処理を

行った｡ 2回目の子実体発生終了後，同様の浸水を各

試験区の菌床に施し3回目の子実体発生を行った｡

　子実体の採取にあたっては，ヒダを覆う皮膜が切れ

たときにステンレスのはさみで柄の根元を切断し，採

取した子実体を札幌市中央卸売市場札幌青果株式会社

の規格(L， M， S， LS)によって分別し，それらの生

重量を測定して収量を求めた｡

2.3　菌床のカビ汚染の観察とその評価

　各菌床について，子実体発生操作時，浸水前および

3回目の子実体発生後に目視によるカビ汚染の観察を

行った｡

　菌床のカビ汚染度の評価方法8,9)は，カビが観察さ

れないものを「-｣，わずかでもTrichoderma spp.また

はPenicillium spp.が観察されれば｢T｣または｢P｣，

それらの菌そうが成長しつつあるが菌床を廃棄するほ

どの汚染度でない場合は｢T'｣または｢P'｣，さらに汚

染が進行し，それ以上菌床を使用するのが困難なほど

の汚染度に達した場合は｢T''｣または｢P''｣とした｡

2.4　pHの測定

　培地等のpHは，サンプルにその生重量の2.5倍の純

水を加えて1時間撹はんした後pH電極を用いて測定し

た｡

 3．結果と考察

3.1  子実体収量

　第1表に3回目までの平均子実体収量を各培地ごと

にまとめて示した。培地1と培地2の結果をみると，

子実体収量は202と209g/菌床，うち高値で取引され

るLとMの合計収量は71.6と76.5g/菌床で，両者に明

らかな差異は認められなかった。培地3の結果をみる

と，前者の子実体収量が167g/菌床と低かった。これ

は，子実体収量が100gに満たない菌床が3個あったこ
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とが原因である。

　また，子実体の発生パターンは培地による違いは無

く，いずれの発生回数においても1回の発生に要した

期間は10から13日であった。

　以上の結果から，本研究の条件下において木炭粉の

添加は子実体収量に影響を及ぼさないことが考察され

た。なお，高圧殺菌後の各培地のpHは，培地1が5.4，

培地2が5.5，培地3が4.1，培地3の培地から木炭粉

を除去した場合のpHが4.0となり，木炭粉の添加によ

る培地pHの変化はほとんど生じなかった。なお，木炭

粉のpHは8.5であった。

3.2　シイタケ菌床のカビ汚染の度合い

　第2表に各菌床のカビ汚染の度合いをまとめて示した。

1回目の発生終了時には，ほとんどの菌床に

Penicillium spp．の汚染のみが観察されたが，培地2
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の菌床でPenicillium spp．が観察されたのは1個の

みで，他の培地と比較してカビ汚染の度合いが低かっ

た。しかし，3回目の発生終了時には培地2の全菌床

にPenicillium spp．が発生していた。また，3回目

の発生終了時，培地3の菌床のPenicillium spp．汚染

が進行していた。一方，木炭粉を添加した培地2と3

の菌床についてTrichoderma spp．の発生が少ない傾向

がみられた。

　シイタケの菌床栽培における子実体の発生はビニー

ルハウスなどの簡易施設で行うのが一般的である。し

たがって，本研究で用いたような空調施設での栽培試

験の結果のみから，木炭粉の添加によりTrichoderma

spp．の発生が抑えられるか否かを判断することは難し

い。今後，そうした点の解明を目指して慎重に検討を

重ねていきたい。
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